
議会だより

産山で見られる山野の花 10
ヤマホトトギス（山杜鵑草） 「ユリ科 ホトトギス属」

北海道南西部～九州、朝鮮半島に分布し、山地の林下に生育する多年草。

花期は７～９月で、茎先および上部の葉腋に散房花序を出し、花を上向きにつける。花は漏斗状鐘形、白色地に紫

色の斑点があり、ときに下部に黄色の斑点が出ることがある。

名の由来は、花の斑点が、野鳥のホトトギスの胸の斑点に似ていることから「ホトトギス」の名になったというの

が一般的で、「山」の名はあるが低地の里山にも自生する。

鳥のホトトギスは「不如帰」の漢字を使うことが多い。
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令和5年6月定例会

令和5年第6回定例会が6月12日から16日まで開催され、予算議案1件、条例議案2件、報告
議案3件、承認議案1件、同意議案9件、その他議案1件の17議案を審議し、全会一致で可決し
ました。

令和5年度一般会計補正予算（第2号）
補正予算1億4,087万円が増額され、総額22億7,714万円に

■ 主な歳出

〇議会費 ６５万円
〇総務費 ５，３３９万円
〇民生費 ８８万円
〇衛生費 １１万円
〇農林水産業費 ８１３万円
〇商工費 １８９万円
〇土木費 ７，８８０万円
〇教育費 △２９４万円
〇諸支出金 △４万円

歳出計 １億４，０８７万円

■ 主な歳入

〇分担金及び負担金 １０１万円
〇国庫支出金 １，３１５万円
〇県支出金 ５，７００万円
〇財産収入 △８０万円
〇繰入金 ４，４８３万円
〇諸収入 ３４８万円
〇村債 ２，２２０万円

歳入計 １億４，０８７万円

（＊万円以下は、端数調整）

6月定例会（主な議決事項）

電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援対策事業

4,697万円

電気・ガス・食料品等の高騰により家計への負担を緩和するため、下記の事業を行います。

①非課税世帯に3万円の支援・・物価高騰により特に家計への影響の大きい低所得世帯（住民課税非課税世帯）に1

世帯当り3万円を給付

②全世帯へ3万円の支援・・村独自の物価高騰対策として、全世帯を対象に1世帯当り3万円を給付

③村外学生（高校を卒業し、各種学校に進学した学生）への支援・・学生の村内在住保護者に3万円を給付

④高齢・障がい者施設への支援・・食材費の高騰に伴い昨年度と比較し月別に一定額増加してる場合を対象に各事

業所最大24万円を給付

⑤事業者価格高騰支援・・エネルギー価格高騰対策として、村内事業所（51事業所に6万円）、特定事業所（阿蘇や

まなみゴルフ俱楽部、㈱うぶやま、㈱九州産直市場に60万円）を給付

⑥村内商品送料支援・・村内の商工観光事業所の負担軽減のため、商品発送料の全額を補助（16事業所400万円）

⑦LPガス料金の軽減支援・・LPガス使用世帯の支援のため上昇額を助成（熊本県LPガス協会にて実施）

⑧産山学園生給食費無償化・・電気・ガス・食料品の上昇により、保護者の家計に負担軽減のため、給食費を全額

無償化とするもの



中山間整備費
7,880万円

村内の各種水路を改修する事業で委託（石尾野水路、

家壁水路）工事（有馬ケ淵水路、御湯船水路、中新井手

水路）をそれぞれ追加するもの。（国55％県14％）

修学旅行補助
67万円

その他主な議案

〇報告第2号 令和4年度産山村一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について

〇報告第3号 令和4年度産山村簡易水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書の報告について

要旨 令和4年度からの繰越し事業として、3月報告のあった繰越し事業について、繰越額が確定したため、その旨

の報告がされました。

〇報告第4号 令和4年度産山村一般会計事故繰越し繰越計算書の報告について

要旨 村道産山田尻線飛瀬橋の橋梁架け替え工事、下山吹上山吹線中渡瀬橋補修工事について事故繰越しを行うも

の。（事故繰越しとは、事業年度に完了しなかった事業（明許繰越）について何らかの理由によりさらに次

年度に繰越すもの）

〇承認第4号 産山村過疎地域持続的発展計画の一部変更の承認について

要旨 本村の過疎計画について今後事業が必要なものを追加するもの。

〇議案第40号 産山村有財産の貸付の一部変更について

要旨 ゴルフ場用地の貸付について、土地の貸付面積及び金額について、変更するもの。

〇同意第2号～9号 産山村農業委員会委員の選任についての同意を求める件について

要旨 令和5年7月19日で任期満了となる農業委員会委員について新たな農業委員として同意が求められ全会一致で

同意された。

〇発委第1号 産山村出資法人への関与に関する条例の一部を改正する条例について

要旨 同条例は産山村が出資する法人について、年四半期ごとに経営状況を報告する旨の条例であるが第4四半期に

ついては、法人の決算確定が6月末であるため、6月では、確定値とならないため、決算報告と併せて報告で

きるよう改正するもの。

〇発議第4号 産山村議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例について

要旨 議員の費用弁償について、産山村内で行われる会議等について、現在の議員の在任期間中は日当を支給しな

い旨の議員提案がされ、全会一致で可決された。
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物価高騰に伴い産山学園の修学旅行費の一部を助成す

るもので、保護者の負担を前期課程5,000円、後期課程

10,000円とするもの。（村単独事業）

令和4年度8年生修学旅行令和4年改修を行った産山地区

中新井手水路



6 月 定 例 会 質 疑 応 答

【
問
】

繰
越
の
現
在
の
進
捗
状
況
を
尋
ね
る
。

補
正
予
算
か
ら
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【
答
】
繰
越
し
の
現
在
の
状
況
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

●
移
住
定
住
空
き
家
物
件
調
査
事
業
は
、
空
き
家
の

持
ち
主
の
方
と
協
議
が
完
了
後
、
宅
建
協
会
に
空

き
家
情
報
を
整
備
す
る
も
の
で
現
在
持
ち
主
の
方

と
協
議
中
。

●
小
さ
な
拠
点
整
備
事
業
は
、
Ａ
マ
ー
ト
跡
地
の
外

構
の
舗
装
工
事
分
で
近
々
工
事
予
定
で
あ
る
。

●
観
光
施
設
整
備
事
業
は
キ
ャ
ン
プ
場
の
管
理
等
及

び
池
山
水
源
の
排
水
修
繕
工
事
は
完
了
。

●
農
業
振
興
推
進
事
業
費
は
上
田
尻
ア
グ
リ
の
機
械

導
入
で
完
了
。

●
堆
肥
製
造
施
設
整
備
事
業
は
ホ
イ
ル
ロ
ー
ダ
ー
の

導
入
及
び
ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
の
設
置
、
水
道
工

事
で
現
在
進
め
て
い
る
。

●
ほ
う
れ
ん
草
学
校
暗
渠
排
水
工
事
は
完
了
。

●
社
会
資
本
整
備
交
付
金
は
橋
梁
の
補
修
設
計
委
託

業
務
で
下
大
利
橋
、
平
川
橋
は
完
了
、
下
家
壁
橋

は
作
業
中
。

●
村
単
独
改
良
事
業
、
西
田
尻
小
坪
線
排
水
工
事
は

完
了
。

●
団
体
営
農
業
農
村
整
備
事
業
は
3
水
路
（
有
馬
ヶ

淵
水
路
、
御
湯
船
水
路
、
中
新
井
手
水
路
）
に
つ

い
て
は
、
作
業
中
。

●
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業
令
和
4
年
度
災
害

（
3
件
）
で
発
注
済
み
。

●
農
地
災
害
復
旧
事
業
、
令
和
4
年
度
災
害
（
8
件
）

で
完
了
が
2
件
で
6
件
は
、
農
閑
期
に
工
事
を

行
う
。

【
問
】

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
設
置
費
用
に
つ
い

て
い
ま
ま
で
設
置
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
。

【
問
】

車
の
管
理
に
つ
い
て
車
検
切
れ
や
維
持
に

つ
い
て
管
理
は
で
き
て
い
る
か
。

【
答
】

現
在
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
設
置
車
は

５
台
で
今
回
７
台
分
の
公
用
車
に
設
置
す
る
。

【
問
】

議
会
会
議
シ
ス
テ
ム
用
マ
イ
ク
ユ
ニ
ッ
ト
機

器
購
入
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
る
。

【
問
】

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
重
点
支

援
対
策
事
業
に
つ
い
て
、
今
回
４
，
６
９
７
万
円
を

補
正
し
て
い
る
。

そ
の
う
ち
、
国
県
支
出
金
が
９
８
２
万
円
、
一
般

財
源
が
３
，
７
１
６
万
円
あ
り
、
こ
の
一
般
財
源
が

今
後
、
補
助
事
業
と
な
る
の
か
。

一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
か
ら

【
答
】

議
場
内
に
あ
る
マ
イ
ク
ユ
ニ
ッ
ト
に
つ
い
て

5
台
購
入
す
る
も
の
で
、
3
台
が
執
行
部
席
へ
設
置

し
、
残
り
の
2
台
は
、
同
機
器
が
生
産
中
止
と
な
っ

た
た
め
、
今
後
故
障
し
た
場
合
購
入
が
で
き
な
い
た

め
、
予
備
と
し
て
2
台
購
入
。

【
答
】

補
助
事
業
と
な
る
よ
う
現
在
、
県
と
協
議
を

進
め
て
お
り
9
月
定
例
会
に
お
い
て
財
源
組
替
を
す

る
よ
う
考
え
て
い
る
。

追加購入するマイクユニット

【
答
】

車
検
台
帳
に
つ
い
て
は
、
一
元
化
し
て
総

務
課
で
管
理
し
、
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
各
課

で
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

車の事故等状況確認するため、ドライブレ

コーダー7台分を本年度設置
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【
議
員
】
水
田
の
現
況
と
米
価
の
低

下
に
よ
り
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
低

下
し
て
い
る
と
思
う
が
現
在
の
状

況
を
尋
ね
る
。

一般質問Q 村独自の農産物販売直営部は出来ないか‼

A 村農産物のブランド化には問題が多いが検討する
【
政
策
統
括
審
議
監
】
米
の
需
要
量

は
、
パ
ッ
ク
米
・
お
に
ぎ
り
・
輸

出
は
別
と
し
て
一
貫
し
て
減
少
傾

向
。
米
の
販
売
価
格
、
R4
年
度
、

60
キ
ロ
１
万
３
，
８
６
５
円
が
全

国
の
平
均
値
。

価
格
低
下
と
共
に
作
付
け
の
面

積
も
全
国
で
約
５
万
ha
が
昨
年
減

少
、
熊
本
県
下
に
お
い
て
も
１
０

０
０
ha
減
少
し
、
本
村
も
水
田
面

積
は
約
２
９
０
ha
あ
る
が
、
実
際

米
生
産
は
１
５
０
ha
、
そ
れ
以
外

は
、
作
物
の
転
換
が
徐
々
に
拡
大

し
て
い
る
。

水
田
を
活
用
し
た
高
収
益
作
物

へ
の
転
換
等
、
利
用
集
積
を
図
り
、

土
地
利
用
の
最
適
化
を
含
め
、
令

和
６
年
度
ま
で
に
地
域
の
実
情
、

要
望
を
踏
ま
え
た
土
地
利
用
計
画

を
策
定
し
進
め
て
い
き
た
い
。

【
議
員
】
村
土
を
守
る
観
点
か
ら
、
持
続

可
能
な
水
田
維
持
の
た
め
、
（
株
）
う

ぶ
や
ま
内
に
直
営
部
を
創
設
し
販
売
促

進
の
可
能
性
は
な
い
か
。

【
議
員
】
所
得
向
上
し
な
い
と
若
者
は
定

着
し
な
い
し
持
続
可
能
性
は
な
い
。

農
地
を
守
る
・
村
土
を
守
る
観
点
か

ら
も
、
米
や
転
換
作
物
も
含
め
販
売
戦

略
で
き
な
い
か
。

城本 俊成

議員

■
水
田
の
長
期
維
持

■
村
宿
泊
施
設
予
約
方
法

【
議
員
】
村
宿
泊
施
設
の
予
約
が
電
話
だ
け
だ
が
、
利
用
客
拡
大
に

Ｗ
Ｅ
Ｂ
予
約
が
必
要
で
は
な
い
か
。

【
企
画
振
興
課
長
】
村
内
３
施
設
の
予
約
は
電
話
の
受
付
の
み
と
な

っ
て
い
る
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
予
約
の
導
入
に
関
し
ま
し
て
、
メ
リ
ッ
ト
デ
メ
リ
ッ
ト

あ
る
が
、
総
合
的
に
勘
案
し
て
、
（
株
）
う
ぶ
や
ま
と
協
議
し
な

が
ら
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

Q 宿泊施設のWEB予約出来る様にするべきでは‼

A ㈱うぶやまと協議し、検討する

【
村
長
】
現
状
、
販
売
に
つ
き
ま
し
て
は
、

Ｊ
Ａ
に
よ
る
販
売
、
農
家
の
個
別
販
売

等
々
か
ら
な
っ
て
い
る
。

産
山
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
㈱
う
ぶ
や

ま
の
直
営
部
の
創
設
と
販
売
に
つ
い
て

の
、
可
能
性
が
あ
る
の
か
検
討
さ
せ
て

頂
く
。

【
政
策
統
括
審
議
監
】
耕
作
放
棄
地
の
現

状
が
既
に
あ
る
の
で
、
集
積
集
約
を
進

め
る
と
同
時
に
、
収
益
性
と
農
業
経
費

を
合
わ
せ
、
転
換
作
物
も
協
議
し
な
が

ら
、
地
域
計
画
を
つ
く
っ
た
上
で
、
協

同
的
に
進
め
て
い
く
。

【
村
長
】
Ｊ
Ａ
の
販
売
の
役
割
は
大
き
な

も
の
が
あ
り
、
今
現
在
も
そ
の
役
割
は

し
っ
か
り
担
っ
て
い
る
。

農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
も
大
き
な

壁
も
あ
る
が
検
討
し
、
農
地
・
国
土
を

守
り
、
子
ど
も
達
が
、
将
来
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
村
に
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

も
、
責
務
と
感
じ
て
い
る
。

現在、インターネットに掲載されている予約サイト

なお、ヒゴタイ公園キャンプ村、御湯船温泉館についても同様
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【
議
員
】
花
の
温
泉
館
の
一
般
質
問
は

今
日
で
15
回
目
で
あ
る
。
休
館
し
て

７
年
間
も
ほ
っ
た
ら
か
し
で
、
毎
日

見
る
の
は
本
当
に
悔
し
い
。
休
館
中

と
い
う
看
板
が
ず
っ
と
出
て
い
て
い

つ
再
開
す
る
ん
だ
ろ
う
と
、
観
光
客

の
方
が
言
っ
て
い
る
。
温
泉
用
の
ポ

ン
プ
を
動
か
し
て
い
れ
ば
、
温
泉
を

宅
配
し
お
年
寄
り
に
配
る
こ
と
も
で

き
た
。
で
も
そ
れ
も
一
切
や
ら
な
い
。

風
通
し
も
な
く
鍵
も
閉
ま
っ
て
な
い
。

観
光
だ
け
の
目
的
じ
ゃ
な
く
、
村

民
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
何
と
か
再

開
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
緑
化
等
管
理
中
央
セ
ン
タ

ー
に
つ
い
て
、
水
源
の
目
の
前
に
あ

っ
て
１
年
間
ほ
っ
た
ら
か
し
で
あ
る
。

水
源
の
入
り
口
を
お
ろ
そ
か
に
す

る
と
い
う
こ
と
自
体
許
せ
な
い
。

施
設
の
風
通
し
を
し
な
い
と
廃
屋

化
が
進
み
温
泉
館
の
よ
う
に
な
る
。

観
光
客
の
方
も
訪
れ
て
い
る
の
に

廃
屋
化
し
つ
つ
あ
り
、
草
が
生
い
茂

っ
て
い
る
。

本
当
に
そ
う
い
う
こ
と
で
い
い
の

か
尋
ね
る
。

【
議
員
】
花
の
温
泉
館
復
活
サ
イ
ト

基
金
を
立
ち
上
げ
寄
付
金
を
募
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

Q このままでは、緑地等管理中央センターも花の温泉館と同じように‼

A 公募や地元の方から申し出を募る

井 芳美

議員

【
村
長
】
今
回
が
15
回
目
と
言
う
こ

と
で
い
ろ
い
ろ
質
問
も
い
た
だ
き

御
指
導
も
い
た
だ
い
た
。
花
の
温

泉
館
に
つ
い
て
は
、
赤
字
と
い
う

の
が
大
き
な
原
因
の
一
つ
だ
っ
た
。

今
後
ど
う
す
る
か
議
論
を
何
遍

も
し
現
在
、
公
募
し
た
中
で
希
望

が
あ
っ
た
の
で
今
後
、
相
談
を
し

て
い
き
な
が
ら
前
に
進
め
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

ま
た
、
地
元
の
皆
さ
ん
方
の
御

協
力
が
な
い
と
前
に
進
め
な
い
部

分
も
あ
る
の
で
協
議
を
進
め
て
い

き
た
い
。

な
お
、
緑
地
等
管
理
中
央
セ
ン

タ
ー
で
あ
る
が
経
営
さ
れ
て
い
た

方
が
コ
ロ
ナ
過
に
よ
り
経
営
が
う

ま
く
い
か
な
い
と
い
う
状
況
で
あ

っ
た
。

現
在
、
公
募
し
て
お
り
、
地
元

の
方
も
利
用
し
た
い
と
い
う
申
出

が
あ
れ
ば
対
応
し
て
い
き
た
い
思

っ
て
い
る
。

■
花
の
温
泉
館
・
緑
地
等
管
理
中

央
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

【
村
長
】
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
る
。

【
議
員
】
村
内
の
案
内
板
に
つ
い
て
観

光
客
の
方
が
、
看
板
が
わ
か
ら
ず
通

り
過
ぎ
て
遠
く
ま
で
行
っ
て
、
ま
た

戻
っ
て
き
て
お
店
で
聞
く
と
い
っ
た

状
態
が
続
い
て
い
る
。

以
前
も
指
摘
し
た
が
看
板
の
管
理

が
出
来
て
な
い
の
で
は
。

【
議
員
】
村
内
に
全
部
で
１
０
０
軒
ぐ

ら
い
の
村
営
住
宅
が
あ
る
が
、
産
山

区
と
田
尻
区
の
戸
数
が
少
な
い
。

住
み
た
い
と
い
う
方
が
い
ら
っ
し

ゃ
る
の
に
、
村
営
住
宅
が
多
す
ぎ
て

作
れ
な
い
と
い
う
話
し
を
聞
い
た
が
、

住
み
た
い
と
い
う
人
が
い
る
な
ら
ど

う
に
か
し
よ
う
と
い
う
案
は
な
い
の

か
。

【
企
画
振
興
課
長
】
指
摘
を
受
け
な
が

ら
対
応
が
遅
れ
こ
と
お
わ
び
を
申
し

上
げ
た
い
。

ま
た
、
村
に
訪
れ
る
観
光
客
に
対

し
て
、
不
便
、
不
自
由
を
お
か
け
し

て
い
る
こ
と
を
真
摯
に
受
け
止
め
早

期
な
改
善
す
る
。

な
お
、
村
内
全
域
の
看
板
に
つ
い

て
、
年
内
に
総
点
検
を
実
施
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

そ
し
て
年
度
内
に
改
修
計
画
案
を

策
定
し
た
上
で
、
管
理
、
ま
た
、
改

修
を
計
画
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

■
村
内
案
内
看
板
に
つ
い
て

■
村
営
住
宅
に
つ
い
て

【
村
長
】
南
部
地
区
を
重
点
的
に
進
め

事
業
は
継
続
と
し
て
や
っ
て
き
た
。

今
後
、
全
体
的
に
ど
こ
に
ど
れ
だ

け
と
い
う
の
は
、
当
時
の
複
合
住
宅

の
建
て
方
で
あ
っ
た
。
村
営
住
宅
を

つ
く
る
の
が
い
い
の
か
、
空
き
家
等

も
含
め
て
、
い
ろ
ん
な
形
で
で
き
な

い
か
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

や
は
り
必
要
な
と
こ
ろ
に
必
要
な

住
宅
を
整
備
す
る
の
は
当
然
で
あ
り

継
続
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い

し
、
空
き
家
対
策
も
含
め
て
、
併
せ

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

南谷

団地

黒瀬

戸

団地

田尻

地団

上田

尻

団地

橋ケ

谷

団地

牧野

団地

大利

団地

空き

家

活用

片俣

団地

ヒゴタ

イ

ハイツ

里山

住宅

妙見

団地
合計

産山区 8 1 9

田尻区 2 4 1 7

山鹿区 4 8 10 2 4 3 31

大利区 12 1 18 3 34

片俣区 12 12

Q 案内看板の管理ができてない‼

A 早期改善を行う

Q 村営住宅の建築を‼

A 空き家住宅を含めて検討する
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【
議
員
】
携
帯
電
話
接
続
・
ネ
ッ

ト
検
索
の
不
具
合
な
ど
電
波
が

弱
い
と
通
話
や
ネ
ッ
ト
検
索
に

不
具
合
が
生
じ
て
し
ま
う
。

ま
た
、
産
山
村
は
今
後
観
光

の
面
で
も
力
を
入
れ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
万
が
一

事
故
に
あ
っ
た
場
合
、
緊
急
連

絡
が
取
れ
な
い
場
合
も
出
て
く

る
可
能
性
も
あ
る
。

さ
ら
に
、
近
年
多
発
し
て
い

る
豪
雨
災
害
な
ど
に
よ
る
孤
立

な
ど
の
緊
急
連
絡
・
救
助
要
請

な
ど
が
取
れ
な
い
事
態
も
発
生

す
る
恐
れ
も
想
定
さ
れ
る
。

地
域
振
興
や
観
光
振
興
、
移

住
対
策
、
緊
急
時
の
通
信
確
保

な
ど
か
ら
、
対
策
を
講
じ
る
考

え
は
な
い
の
か
。

【
議
員
】
産
山
村
の
地
域
振
興
、
観
光

の
振
興
、
移
住
対
策
に
と
っ
て
非
常

に
重
要
で
あ
り
、
検
討
を
お
願
い
す

る
。

7

Q 携帯電話等接続不具合対策を‼

A 検討を進めたい

井 春夫

議員

【
総
務
課
長
】
農
林
業
の
デ
ジ
タ

ル
化
や
観
光
客
誘
致
に
向
け
た

サ
ー
ビ
ス
向
上
等
の
観
点
か
ら

情
報
通
信
環
境
整
備
対
策
を
進

め
関
係
省
庁
や
民
間
企
業
な
ど

と
連
携
し
た
農
業
農
村
情
報
通

信
環
境
整
備
準
備
会
に
応
募
す

【
議
員
】
わ
が
村
で
も
、
空
き
家
の

増
加
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、

地
方
移
住
を
考
え
て
い
る
人
が
直

面
す
る
の
が
、
住
宅
問
題
で
、
過

疎
・
人
口
減
少
か
ら
移
住
者
に
来

て
ほ
し
い
が
、
「
使
わ
な
く
な
っ

た
空
き
家
を
気
軽
に
借
り
ら
れ
る
」

と
い
う
実
態
は
な
く
、
住
宅
が
不

足
し
て
い
る
。

「
テ
レ
ワ
ー
ク
」
と
い
う
働
き

方
が
定
着
し
つ
つ
あ
り
、
働
く
人

の
価
値
観
が
徐
々
に
「
地
方
移
住
」

に
向
き
始
め
て
い
る

今
こ
そ
、
空
き
家
対
策
と
、
不

足
し
て
い
る
住
宅
問
題
に
早
急
に

取
り
組
む
べ
き
だ
と
思
う
が
。

■
携
帯
電
話
接
続
・
ネ
ッ
ト

検
索
不
具
合
対
策

【
村
長
】
改
善
方
法
に
つ
い
て
、
県
と

協
議
し
な
が
ら
検
討
を
始
め
て
い
る
。

■
空
き
家
対
策
・
住
宅
対
策

【
企
画
振
興
課
長
】
現
在
、
空
き
家

バ
ン
ク
へ
の
登
録
意
向
の
確
認
作

業
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
老
朽
化
等
に
よ
り
公
営

住
宅
等
の
建
て
替
え
等
も
増
加
し

て
お
り
、
住
宅
希
望
者
の
ニ
ー
ズ

を
踏
ま
え
た
空
き
家
対
策
を
関
係

機
関
と
連
携
し
て
進
め
て
い
る
。

【
村
長
】
空
家
問
題
は
村
だ
け
で
解

決
で
き
る
問
題
で
は
な
く
、
権
利

の
問
題
な
ど
複
雑
に
絡
ん
で
お
り

難
し
い
問
題
で
は
あ
る
が
、
空
き

家
を
活
用
し
た
事
業
展
開
し
た
い

る
と
と
も
に
、
勉
強
会
を
開
催
し
検

討
し
て
い
き
た
い
。

Q 空き家・住宅対策を早急に‼

A 関係機関が連携し推進を

【
議
員
】
空
き
家
は
様
々
な
問
題
を

起
こ
す
可
能
性
や
、
時
間
の
経
過

と
と
も
に
そ
の
問
題
が
深
刻
化
す

る
場
合
が
多
く
、
空
き
家
の
有
効

活
用
を
含
め
、
築
年
数
の
長
い
村

営
住
宅
の
条
件
付
き
売
り
払
い
や

集
落
を
維
持
し
て
い
く
た
め
集
落

内
に
小
戸
数
の
村
営
住
宅
の
建
設

な
ど
を
検
討
し
、
早
急
な
取
り
組

み
を
お
願
い
す
る
。

と
い
う
企
業
も
あ
り
こ
の
よ
う
な

事
案
も
含
め
検
討
し
て
い
き
た
い
。上山鹿空き家活用住宅



Q 今後の水道計画はどうなっているか‼

A 2つの水源を利用しながら給水体制づくりを行う

鈴木 健士

議員

■
村
の
水
道
イ
ン
フ
ラ
整
備

に
つ
い
て

【
議
員
】
法
定
的
な
水
道
管
路
の
耐

用
年
数
は
何
年
な
の
か
、
ま
た
、

水
道
管
路
の
何
割
が
耐
用
年
数
を

超
え
て
い
る
の
か
。

【
議
員
】
40
年
の
耐
用
年
数
を
超
え

た
水
道
管
路
の
割
合
が
多
い
と
言

う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
地
域
か

ら
改
修
を
行
う
と
言
っ
た
具
体
的

な
説
明
は
出
来
な
い
か
。

ま
た
、
断
水
や
渇
水
解
消
の
た

め
の
新
た
な
埋
設
ル
ー
ト
の
計
画

が
あ
る
の
か
。

【
経
済
建
設
課
長
】
法
定
的
な
耐
用

年
数
は
、
40
年
と
定
め
ら
れ
て
い

る
。村

内
の
水
道
管
路
の
状
況
は
、

耐
用
年
数
40
年
を
超
え
て
い
る
も

の
が
多
く
存
在
し
て
い
る
。

水
道
管
路
の
長
寿
命
化
計
画
を

策
定
し
て
、
耐
用
年
数
を
過
ぎ
た

優
先
度
の
高
い
と
こ
ろ
か
ら
工
事

を
し
て
い
く
計
画
を
立
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

【
議
員
】
財
政
上
の
問
題
な
ど
、
す

ぐ
に
解
決
は
で
き
な
い
も
な
ど
、

私
も
自
覚
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を

機
会
に
速
や
か
に
水
道
整
備
計
画

を
遂
行
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
村
長
】
水
道
整
備
計
画
を
基
本
と

し
な
が
ら
、
改
修
す
る
中
で
バ
イ

パ
ス
計
画
と
か
は
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

具
体
的
に
こ
こ
を
ど
う
こ
う
す

る
と
い
う
の
は
決
め
て
い
な
い
が

村
民
の
方
々
が
安
心
し
て
生
活
で

き
る
た
め
に
は
村
内
に
は
二
つ
の

大
き
な
水
源
が
あ
る
が
、
そ
れ
を

活
用
し
な
が
ら
、
村
民
に
十
分
給

水
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
を

い
ろ
ん
な
方
々
の
理
解
を
得
な
が

ら
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

そ
れ
と
と
も
に
水
道
設
備
施
設

を
充
実
す
る
こ
と
が
村
に
与
え
ら

れ
た
責
任
で
も
あ
る
と
自
覚
し
て

い
る
。
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■
災
害
待
機
時
の
役
場
に
お
け
る

体
制
に
つ
い
て

【
議
員
】
警
報
時
、
局
地
的
大
雨
時

の
警
報
発
令
前
の
段
階
に
お
け
る

役
場
の
待
機
体
制
に
つ
い
て
問
う
。

【
議
員
】
時
代
の
変
化
と
と
も
に
、

職
員
の
採
用
も
広
域
化
し
、
通
勤

可
能
範
囲
も
拡
張
さ
れ
て
い
る
中

組
織
体
制
の
構
成
、
地
方
公
務
員

の
役
割
を
説
く
為
に
ど
の
よ
う
な

研
修
を
行
っ
て
い
る
か
。

【
総
務
課
長
】
令
和
元
年
度
か
ら
災

害
待
機
班
と
避
難
所
待
機
班
の
２

班
体
制
で
、
各
課
そ
れ
ぞ
れ
２
名

１
組
と
し
て
待
機
を
し
て
い
る
。

災
害
待
機
班
は
、
議
会
事
務
局
、

総
務
課
、
企
画
振
興
課
、
経
済
建

設
課
、
教
育
委
員
会
。

避
難
所
待
機
班
は
住
民
課
、
健

康
福
祉
課
で
編
成
し
て
い
る
。

近
年
は
村
外
通
勤
者
も
い
る
の

で
時
と
し
て
、
警
報
発
令
が
予
想

さ
れ
る
場
合
は
情
報
を
共
有
す
る

と
と
も
に
、
村
内
に
滞
在
を
お
願

い
し
て
災
害
に
備
え
て
い
る
。

【
総
務
課
長
】
新
規
採
用
職
員
者
に

は
避
難
場
所
に
同
行
し
て
確
認
、

同
時
に
産
山
村
職
員
研
修
資
料
を

基
に
、
地
方
公
務
員
と
し
て
の
義

【
議
員
】
大
変
な
決
意
と
努
力
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。
地
方
公
務
員

法
で
は
、
『
全
体
の
奉
仕
者
』
と

あ
る
が
今
後
と
も
村
民
が
安
心
安

全
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
努
め
て
い
た

だ
き
た
い
。

務
と
権
利
。
産
山
村
職
員
と
し
て

の
自
覚
と
責
任
等
の
知
識
の
指
導

教
育
を
し
て
い
る
。

職
員
の
危
機
管
理
意
識
、
産
山

村
民
の
生
命
・
財
産
は
我
々
が
守

る
と
言
う
意
識
向
上
を
図
り
な
が

ら
豪
雨
対
応
訓
練
等
も
行
っ
て
い

る
。

Q 警報発令前の役場の体制は‼

A 今災害待機班と避難所待機班を編成し対応
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戦
略
2

ち
ゃ
ん
と
伝
え
る
こ
と
の
で
き

る
村

産
山
未
来
ラ
ボ
を
立
ち
上
げ
、
観
光

事
業
や
6
次
産
業
化
・
商
品
の
開
発
、

販
売
（
17
事
業
、
146
商
品
の
開
発
）

ふ
る
さ
と
納
税
Ｐ
Ｒ
（
R4
年
４
９
５

０
万
円
）

戦
略
3

興
味
が
わ
き
訪
れ
た
く
な
る
村

自
然
、
景
観
等
を
活
か
し
て
、
移

住
者
を
受
け
入
れ
る
施
設
整
備
（
12

事
業
者
）

戦
略
4

手
厚
い
教
育
を
更
に
進
め
る
村

ヒ
ゴ
タ
イ
交
流
を
核
と
し
た
英
語

教
育
の
充
実
、
体
験
学
習
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
学
習
な
ど
の
特
色
あ
る
教
育
課

程
の
推
進
。
保
育
料
や
給
食
費
の
無

償
化
、
ラ
ン
ド
セ
ル
、
カ
バ
ン
の
支

給
、
修
学
旅
行
の
補
助

戦
略
5

移
住
し
て
来
て
み
た
い
、
住
み

続
け
た
い
村

県
内
外
の
移
住
者
の
サ
ポ
ー
ト
、

子
育
て
支
援
、
医
療
、
介
護
の
質
の

高
い
サ
ー
ビ
ス

戦
略
6

一
緒
に
頑
張
り
協
働
で
き
る
村

住
民
の
理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら

各
種
施
策
の
計
画
、
推
進

【
村
長
】
現
在
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え

ま
し
て
、
今
後
も
未
来
計
画
に
基
づ

き
、
自
然
を
活
用
し
た
村
づ
く
り
を

基
本
に
特
に
農
業
の
振
興
を
含
め
て
観

光
と
結
び
つ
け
な
が
ら
移
住
定
住
を
図
っ

て
い
く
こ
と
が
大
き
な
目
標
に
な
る
か

と
思
い
ま
す
。

【
議
員
】
村
の
契
緊
の
課
題
は
、
ご
存

じ
の
と
お
り
、
人
口
減
少
対
策
で
す
。

現
在
の
人
口
は
１
，
４
０
６
人
程

度
で
5
年
前
に
比
べ
117
人
減
少
し
て

お
り
、
こ
の
ま
ま
減
少
す
れ
ば
5
年

後
に
は
１
，
３
０
０
人
を
切
る
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は

深
刻
な
問
題
で
、
人
口
減
少
は
様
々

な
弊
害
が
生
じ
ま
す
。
普
通
交
付
税

減
少
に
伴
う
財
政
の
圧
迫
、
産
業
の

衰
退
、
集
落
機
能
の
低
下
、
学
校
生

徒
の
減
少
に
伴
う
複
式
化
な
ど
。

村
で
は
移
住
定
住
対
策
と
し
て
産
山

未
来
計
画
や
稼
げ
る
村
づ
く
り
推
進

事
業
を
掲
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す

の
で
確
認
の
意
味
で
そ
の
取
り
組
み

や
内
容
と
成
果
等
を
お
聞
き
し
ま
す
。

【
政
策
統
括
審
議
監
】
２
０
２
０
年
に

策
定
し
た
未
来
計
画
で
は
６
つ
の
戦

略
を
立
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

戦
略
1

し
っ
か
り
と
稼
ぐ
こ
と
の
で
き
る

村

新
規
就
農
者
受
け
入
れ
事
業
（
9
世

帯
30
人
）
、
各
種
農
業
振
興
事
業

A プロジェクトチームについて前向きに検討する

Q 移住定住対策のプロジェクトチームを立上ては‼

岩下徳行

議員

■
移
住
・
定
住
対
策
に
つ
い
て

9

【
村
長
】
移
住
定
住
だ
け
で
な
く
村

に
は
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま

す
の
で
、
そ
の
問
題
を
解
決
す
る

【
議
員
】
移
住
定
住
施
策
は
、
村
の

重
点
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。
村
の

施
策
と
し
て
福
祉
や
教
育
も
重
要

な
施
策
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
私
は

同
等
以
上
に
取
り
組
む
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。
本
来
な
ら
移
住
定
住

対
策
に
つ
い
て
専
門
の
課
、
例
え

ば
移
住
定
住
推
進
課
を
設
置
し
て

本
腰
で
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
が
、
少
な
い
職
員
で
色

々
な
業
務
を
た
く
さ
ん
や
っ
て
い

る
実
情
を
見
ま
す
と
難
し
い
と
理

解
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
提
案
し
た
い
の
で
す
が
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
っ
て

移
住
定
住
を
推
進
し
た
ら
ど
う
か

と
い
う
提
案
で
す
。
各
課
か
ら
適

任
者
を
選
出
し
、
一
つ
の
チ
ー
ム

を
編
成
し
進
め
る
こ
と
で
今
以
上

に
各
課
の
連
携
に
も
な
り
移
住
定

住
が
進
む
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

例
え
ば
将
来
の
後
継
者
と
な
る

中
学
生
や
高
校
生
と
の
意
見
交
換

会
を
行
い
、
そ
の
意
見
を
施
策
に

充
て
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ま
た
、
産
山
独
自
の
移
住
施
策

を
行
い
な
が
ら
是
非
人
口
減
少
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

【
議
員
】
村
長
は
前
向
き
に
取

り
組
む
と
い
う
こ
と
で
す
の

で
チ
ー
ム
が
で
き
た
と
い
う

報
告
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

た
め
に
は
そ
う
い
っ
た
部
署

（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
で
専
門

的
に
対
応
す
る
こ
と
も
必
要

で
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

し
っ
か
り
受
け
止
め
て
対
応

し
て
い
き
ま
す
。



4月の議員改選に伴い、新人議員の研修を兼ね、村内の行政施設等の視察を行いました。
現地視察の結果、議員から各施設の改善策や利活用等について意見が出されました。

10 2023（令和5年8月）産山議会だより

うぶマート うぶやま未来ラボ・観光協会

本年度に完成した産山ふれあいセンターを見学し同施設内に入店したうぶマートやうぶやま未来ラボ・

観光協会について企画振興課及び観光協会から説明がありました。

産山学園体育館 ファームビレッジ産山

令和5年度にLED化する体育館の状況につい

て視察

本年度ウッドデッキの補修が行われるフ

ァームビレッジ産山のロッジを視察

ヒゴタイ公園キャンプ村

キャンプ場のトイレや管理棟の修理状況を

確認

池山水源緑地等中央管理センター

現在休館している緑地等管理中央センターの

状況や池山水源の現在の状況を視察



7月19日（水）産山学園9年生による子ども議会が開催されました。

「子ども議会」は産山村に誇りを持ち、郷土を今後どのようにしたら良いか子どもの目線で考える「うぶやま学」

の一貫でうぶやま学園で学んだ9年間の総仕上げとして、村に対して「こんな産山になってほしい」と生徒が議員と

なって提案を行うものです。

今回提案された内容は、①産山村の自然・農地活用 ②産山村の新しい魅力開発 ③産山村をPR ④産山村の住
民サービス向上の4つの内容について提案がなされました。

詳細については、うぶやま広報8月号にて掲載

112023（令和5年8月）産山議会だより

花の温泉館 うぶやま牧場

花の温泉館や家族風呂の現在の状況を視察

現在のうぶやま牧場の状況について企画

振興課から説明

原石山跡地 御湯船温泉館

御湯船温泉館の状況を視察

中渡瀬橋

村道下山吹・上山吹線に架かる中渡瀬橋欄

干等の損傷状況を確認

上田尻アグリ倉庫

上田尻アグリ倉庫の状況を視察

原石山の整備状況について視察



主 な 議 会 活 動
月 日 内 容 場 所 参加者

6月2日

産山村社会福祉協議会総会

議会運営委員会

熊本県町村議会議長会総会及び研修会

産山村

産山村

熊本市

議長・監査委員

議会運営委員

議長

6月7日 産山村防災会議 産山村 議長

6月12日～16日 第6回定例会及び第5回全員協議会 産山村 全員

6月13日
村内巡視

産山村人権同和教育
産山村 全員

6月18日 滝室トンネル貫通式 阿蘇市 議長

6月23日
阿蘇農業協同組合通常総会

県庁阿蘇会

阿蘇市

熊本市
議長

6月26日
例月監査

阿蘇広域行政事務組合定例会

産山村

阿蘇市

監査委員

広域議員

7月6日
防犯協会総会

総務文教厚生常任委員会

阿蘇市

産山村

議長

総務文教厚生委員

7月19日
子ども議会

熊本県町村監査委員臨時総会及び研修会

産山村

熊本市

全員

監査委員

7月20日 阿蘇市町村正副議長・常任委員長研修会 阿蘇市 正副議長・常任委員長

7月21日 例月監査 産山村 監査委員

7月25日 中九州・地域高規格道路推進期成会総会 竹田市 議長

7月25日～28日 ヒゴタイ交流 タイ国
副議長

総務文教厚生副委員長

7月26日 熊本県町村常任委員長・議会運営委員長研修会（リモート研修） 産山村 正副議長・常任委員長

広報特別委員会
委員長 岩下 徳行 副委員長 井 芳美

委 員 城本 俊成 委 員 鈴木 健士

発行責任者 議長 西澤 正

編 集 広報特別委員会

発 行 産山村議会

熊本県阿蘇郡産山村山鹿488番地3

☎０９６７－２５‐２６３５

コロナ感染症も、位置付けが５類に分類され、日常生活が元に戻りつつあり、行事ごとも含め何かと

活気だって参りました。

それにしても、近頃のイノシシ・シカには参る。人を見ても逃げない。家のすぐ横でも悪さをする。

昔は、それなりのマナーがあったように思うのだが。

それにしても、近頃の天候には参る。熱いし暑い。昔は、爽やかなカラリとしたものがあったように

思うのだが。

村民の皆さんも、暑い夏に、体調を崩されませんようお過ごしください。

編集後記

産山村監査委員

の選任について

6月に任期満了を迎えた産山村代表監査委

員として、中村祐介氏が選出され、全会一致

で採択されました。

中村祐介氏におかれましては、今後4年間

監査委員として村の財政についてご助言いた

だきますよう宜しくお願い致します。
中村代表監査委員(右)と

渡辺議選監査委員(左）


